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序　　　　文序　　　　文序　　　　文序　　　　文

　日本国政府は、モロッコ王国政府から援助の要請を受け、平成 11 年６月からアガディール高

等漁業技術学院において、技術協力プロジェクト「水産専門技術訓練センター計画 F/U」を開始

しました。

　その協力開始後２年目にあたり、国際協力事業団 (JICA) は、本計画の現状と進捗状況を把握

し、同国の関係者や派遣専門家に対してプロジェクトの運営に関する指導と助言を行うため、平

成 13 年３月 17 日から３月 25 日まで、水産大学校、濱田盛承教授を団長とする運営指導調査団

を派遣しました。

　調査団は、モロッコ漁業省関係者との協議およびプロジェクトサイトでの現地調査を実施し、

プロジェクトの運営や事業内容などを検討し、必要な指導を行いました。この報告書はその結果

を取りまとめたものです。

　今後、本報告書がプロジェクトの推進に役立つとともに、この技術協力事業が両国の友好親善

に一層寄与することを望みます。

　終わりにあたり、この調査にご協力とご支援を賜った関係の皆様に対し、心から感謝の意を表

します。

平成 13 年４月

国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団
理事理事理事理事　後藤　洋　後藤　洋　後藤　洋　後藤　洋



▲ 作成されたマニュアル（一般加工製品、分析、機器操作　計７冊）漁業省関係者に

配布予定。

▲アガディール ISTPM バラカット校長及び C/P の方からの聞き取り風景。



▲ 新サフィーITPM 校舎。船の形をした建物である。９月より授業開始予定。

▲サフィーITPM 分析機器も配置された。



▲ サフィーITPM で作られた魚肉ソーセージ

▲ミニッツ署名風景。
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第１章　調査結果総括第１章　調査結果総括第１章　調査結果総括第１章　調査結果総括

１－１．総括１－１．総括１－１．総括１－１．総括

(１) 1998 年 12 月に行なわれた本体 P/J (1994～1999 年)の終了時評価において、水産加

工・製造分野においてはモ国の同分野の教育が初めてであったこと、対象漁獲物が予定

通り搬入されなかったこと、機材の導入及びカリキュラム・マニュアルの作成が遅れた

ことにより、水産加工分野の課題は未達成であると判断された。そこで引き続き、１)導

入された機材・設備を用いての原料の取り扱いならびに製品加工の技術移転、２)実習な

らびに分析マニュアルの作成への支援活動、３）サフィーITPM 水産加工部門への支援活

動について、２年間の F/U 協力を実施することとなった。

(２) 今回の調査の目的は当初計画および年次計画に基づいて、本体 P/J の終了時評価以降

の F/U の活動実績、C/P への技術移転状況、資機材の利用・管理状況などについて評価し、

同評価に加えて協力終了後の P/J の運営体制についても協議・確認を行なうものである。

(３) 取り纏めを行なうに当り、アガディール ISTPM およびサフィーITPM に出向き、校長並

びに C/P に次のような点について調査を行なった。

・F/U の総括的評価

・日本側からの専門家、C/P 研修、供与機材の適切性

・日本人専門家とのコミュニケーション

・供与機材のメインテナンス、利活用

・完了したマニュアルの利活用

・食品加工技術の普及の展望

・P/J 終了後の活動予定

(４) その結果、本体 P/J の実績を基にした F/U 活動は、アガディール ISTPM およびサ

フィーITPM それぞれはもちろん、モロッコ政府の熱い期待と支援、さらに専門家と C/P

の熱意に支えられて大きな実績を残した。一つは C/P の技術（水産物加工、食品の化学

的・微生物学的分析能力）の向上であり、一つは日本側との堅い信頼と強い友好関係の

構築である。

　具体的には７種のマニュアル（缶詰加工、干製品・くん製品加工、化学分析実験法、

微生物の取り扱い、機械の維持管理、小型機材の取り扱い、大型機材の取り扱い）の完

成と水産物の製造能力の向上である。
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　マニュアルの完成は C/P の自信となり、今後経験を通して改定され、更にモ国に根ざ

したものとなることは想像に堅くない。またこれら教材を通して両校の学生はもちろん、

関連企業の技術者のレベル向上、ならびに近隣のアフリカ諸国における水産加工の技術

移転のセンターの役割を果たすことも当然考えられる。後者については両校校長がいず

れも強調されていた点である。

　カリキュラムと食品加工能力の向上は、水産物加工品の国内普及につながり、製品の

高品質への努力は近くのヨーロッパ諸国への輸出、すなわち外貨獲得につながるものと

推測される。

　以上本 F/U はアガディール ISTPM およびサフィーITPM における水産加工教育水準の向

上を目指すものであり、新しい水産加工技術の導入、実習マニュアルの完成によって、

C/P が各学院で独自のコースを開設できる経験と知識を身につけたことは、モロッコの水

産加工振興に大きく貢献したものと考えられる。したがって、今年 2001 年６月 19 日を

もって F/U は終了し、今後はモロッコ国独自の運営に任せられるものと判断できる。

１－２．協議議事録１－２．協議議事録１－２．協議議事録１－２．協議議事録

　２月 22 日、23 日の協議を元に、モロッコ漁業省海洋教育社会職業推進局長 Mr. Mohamed

Rharboui、協力・法務局長　Mr. Driss Meski 及び運営指導調査団　浜田盛承団長の間で次頁の

M/M が仏文、英文双方で結ばれた。













































































－40－

第２章　協力実施の経過第２章　協力実施の経過第２章　協力実施の経過第２章　協力実施の経過

２－１．相手国の要請内容と背景２－１．相手国の要請内容と背景２－１．相手国の要請内容と背景２－１．相手国の要請内容と背景

　1993 年より始まった水産教育５か年計画（1993 年～1997 年）では、中等段階及び上級段階に

おける漁船員養成の拡充、漁船員訓練指導者の再訓練及び現役漁船員の再訓練を大きな課題とし

て挙げている。これを受けて、わが国の水産高校に相当する水産専門技術訓練センター（CQPM）

の指導内容の改善と指導者の研修等により、同センターの訓練内容を強化し、水産業に従事する

質の高い人材養成をより一層促進することが望まれていた事から、1994 年６月より５年間本体

フェーズを実施した。1998 年 12 月に実施された終了時評価では、教育指導ツールであるカリ

キュラム・マニュアルの作成及び漁業実習指導教官の育成についてはほぼ成果をあげたものの、

水産加工・製造分野については、モ国において同分野の教育が初めてであったこと、1997 年に

「大型加工・製造機材を用いた水産加工・製造」から「小型機材を用いた水産加工・製造」に活

動内容を見直したことから、機材の導入及びカリキュラム・マニュアルの作成が遅れといった未

達成課題があると判断された。そこで、引き続き、①水産加工教官の技術向上、②実習マニュア

ル作成支援、③サフィー校水産加工部門への支援活動について、２年間のフォローアップ協力を

実施することとなった。

２－２．協力実施プロセス２－２．協力実施プロセス２－２．協力実施プロセス２－２．協力実施プロセス

　これまでの日本側の対応は以下のとおりである。

(１) 長期専門家（３名）

１) リーダー

２) 業務調整

３) 水産加工

(２) 短期専門家（４名）

１) 水産加工技術

２) 冷凍技術

３) 細菌検査技術

４) 一般水産加工技術
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(３) 研修員受け入れ（４名）

１) 漁獲物処理（２名）

２) 水産食品品質保証

３) 水産加工

２－３．プロジェクト目標２－３．プロジェクト目標２－３．プロジェクト目標２－３．プロジェクト目標

　アガディール ISTPM 及びサフィーITPM における水産加工教育水準の向上させる

２－４．協力内容２－４．協力内容２－４．協力内容２－４．協力内容

(１) 協力期間

　1994 年６月 20 日～1999 年６月 19 日（本体）

　1999 年６月 20 日～2001 年６月 19 日（フォローアップ）

(２) 相手国実施機関

　漁業省アガディール高等漁業技術学院及びサフィー漁業技術学院

(３) フォローアップ目標

　アガディール ISTPM 教官及びサフィーITPM 教官の水産加工技術の向上させる。

(４) 協力内容

　（１) 水産専門技術訓練センターの標準カリキュラムを作成する。

○（２) 水産専門技術訓練センターの指導要領を作成する。

(F/U での対応は水産加工・製造分野の実習、指導要領）

　（３) 漁業実習指導教官を育成する。

○（４) 水産加工・製造の指導教官を育成する。

○（５) 水産専門技術訓練センターの教官の再教育を行う。

　　（注）：○は F/U 活動内容
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第３章　プロジェクト全体評価第３章　プロジェクト全体評価第３章　プロジェクト全体評価第３章　プロジェクト全体評価

３－１．計画達成度３－１．計画達成度３－１．計画達成度３－１．計画達成度

３－１－１．投入

(１) 日本側

１) 長期専門家（３名）

・リーダー

・業務調整

・水産加工

２) 短期専門家（４名）

・水産加工技術

・冷凍技術

・細菌検査技術

・一般水産加工技術

３) 供与機材　32 百万円

４) 研修員受け入れ（４名）

・漁獲物処理（２名）

・水産食品品質保証

・水産加工

５) 現地業務費　約 11 百万

(２) モロッコ側

１) C/P の配置

・アガディール ISTPM（７名）

・サフィーITPM（５名）

２) 施設・設備

・校舎

・訓練施設

３) ローカルコスト

・人件費

・プロジェクト運営費

・施設・設備の整備及び修理費
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３－１－２．活動

活動１：アガディール ISTPM において教官に水産加工技術を指導する。

1-1.　製品加工技術を指導する。

　缶詰、練製品、燻製品、乾燥品の指導を行った。缶詰はメカニズム、練製品は鮮度、

保全性と品質の関係、燻製品は乾燥原理について指導を行い、今後十分加工コースを指

導できるレベルに到達した。

1-2.　品質管理技術を指導する。

　一般分析及び細菌分析の指導をとおして品質管理技術の一連の過程をカウンターパー

トが自力で行えるよう指導した。定期的に短期専門家により本分野の指導を行ったこと

は効果的であった。

活動２：実習マニュアル作成を支援する。

2-1.　製品加工技術マニュアルを作成する。

　本体フェーズより引き続き、可能な限り実習を重視した成果の持続性と普及を目的に

視覚的で分かり易い「缶詰加工」、「干製品・くん製品加工」の２種マニュアルを作成

した。

2-2. 品質管理技術マニュアルを作成する。

　加工作業に伴う品質検査技術を実験室作業マニュアルとして「化学分析実験法」、

「微生物の取り扱い」について取りまとめた。

2-3.　機械操作技術マニュアルを作成する。

　モ国にはこれまで機器操作マニュアル等はなく、機器の永続的な使用の為に、「機械

の維持管理」、「小型機材の取り扱い」、「大型機材の取り扱い」の３種のマニュアル

が作成されたことは、大変喜ばれており、他校への波及が見込まれている。

活動３：サフィーITPM において加工技術を指導する

3-1.　製品加工、品質管理技術を指導する。

　サフィーITPM の機器が設置されるまでの間、アガディール ISTPM の機器を使用しな

がら、４回の特訓を通して指導を行った。
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3-2.　設備導入、機器操作の指導をする。

　3-1.の技術指導と平行して、サフィーITPM の規模に合った機器を選定した。機器操

作についてはアガディール ISTPM の機材を使用し効果的に指導出来た。

3-3.　水産加工カリキュラムの作成を支援する。

　アガディール ISTPM で作成されたマニュアルやアガディール ISTPM で使用されている

カリキュラムを参考にしながら実務的な自習主体のカリキュラムをモ側作業部会と共に

作成した。

３－１－３．成果

成果 1：アガディール ISTPM の水産加工教官の技術が向上される。

　アガディールの教官は、JICA より供与機材された製品加工及び品質検査機器を利用して、

製品加工技術（缶詰、練製品、燻製品、乾燥品）の一連の過程を習得し、教官の能力が向上し

た。プロジェクト終了までには全加工技術分野において教官自身が指導を行える予定である。

成果２：実習マニュアルが作成される。

　モ国ではこれまで水産加工分野のマニュアルはなかった。プロジェクトの成果を広く普及す

る目的で、缶詰及び一般加工品製品化マニュアル２種、実験室マニュアル２種、機器操作マ

ニュアル３種の計７種類が作成された。これは本プロジェクトの大きな成果と言える。これら

のマニュアルはカラー印刷され関係機関に配布される予定である。

成果３：サフィーITPM の水産加工部門が開設される。

　サフィーITPM の規模に適した機材を選定・導入したが、建設の付帯工事の遅れにより機材

の配置が遅れた。しかし、サフィーITPM 教官をアガディール ISTPM で特訓し技術向上を図っ

た。プロジェクトの終了までには既に設置された機材を活用して繰り返し実習を行う必要があ

る。また、サフィーITPM 用のカリキュラム（一般分析、製品加工、冷凍技術）も同時に作成

された。これにより、アガディールに次いで、モ国第２の水産加工技術の訓練機関として開始

することができる。
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３－２．評価結果３－２．評価結果３－２．評価結果３－２．評価結果

３－２－１．効率性

　プロジェクト全体の日本側、モ側の投入は、限られた人数であったにも関わらず、効率的な

事業実施が行われたと判断される。これは、日本人専門家及びモロッコ人 C/P が精力的にプロ

ジェクトに取り組んだことによるものである。プロジェクト開始時は計画されていた数のカウ

ンターパートが配置されなかったこともあったが、C/P の時間割りを変更する等の処置や日本

人専門家が集中トレーニングを行う事で解決する事ができた。

　サフィーITPM では、新校舎の付帯工事が完了する間、アガディール ISTPM の機材を活用し

て集中研修を行った。

　C/P 研修については、仏語圏のカウンターパートを受け入れる研修機関の確保が難しかった

が、先進的な日本の技術を視察することで実学的な知識を習得した。

　モロッコ側が十分な実習用原料資材予算を確保することが出来なかったこともあったが、

JICA から一時的に補助を受けることで活動に支障はきたさなかった。

３－２－２．目標達成度

　プロジェクトは概ね、当初計画どおり実施された。短い協力期間ではあったが、アガディー

ル ISTPM 教官は独自に水産加工コースを実施できるまでの十分な経験、知識を習得するまでに

なった。また、実習を基に複数のマニュアルが作成され、今後、モ国における水産加工技術振

興に大いに役立つと思われる。

　一方、サフィーITPM については、供与機材を活用して行う実習は限られていたことから、

水産加工コース開設にむけ、残りの協力期間内で未達成課題の達成を集中的に行う必要がある。

　アガディール ISTPM、サフィーITPM 共に水産加工機材、専門家による技術移転、日本での研

修によって水産加工分野の教育水準の向上が図られた。プロジェクト終了後も引き続きモ国主

導で水産加工コースの運営が期待される。

３－２－３．インパクト

　フォローアップ期間のインパクトは高いと思われる。従来、モ国における唯一の水産加工技

術は缶詰であったが、技術協力の結果、乾燥品、燻製品、煉製品と言った新たな加工技術導入

により、国内消費を高め、水産加工製品の商品化を促進し、輸出振興による外貨獲得も期待さ

れる。また、アガディール ISTPM 及びサフィーITPM はモ国で水産加工分野の教育を受けられ

る唯一の教育機関であり、水産加工振興に大いに貢献すると思われる。
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３－２－４．妥当性

　2000 年～2004 年の経済社会発展５カ年計画において、既存の水産加工施設等の改善及び新

規施設の設置による水産加工業の分野の推進、水産加工物の製品開発及び既存製品の品質向上

等による輸出品の多様化を開発戦略の主要な軸としている。従って、モ側としても本プロジェ

クトを通して育成された教官や生徒が今後、水産加工分野の発展のために大いに貢献できるこ

とから本プロジェクトの妥当性は高いと判断される。

３－２－５．自立発展性

　全体的なプロジェクトの持続性は高いと見込まれる。技術移転の結果、カウンターパートは

水産加工技術を十分に身につけた。プロジェクト終了後、カウンターパート主導で今後も食品

加工コースを実施することが可能と思われる。しかしながら、サフィーITPM については、新

しく開設され、機材が設置されたことからも、今後さまざまな問題に直面する可能性があり、

完全に技術が定着しているとは言いがたい。引き続き技術面での支援があると良いと思われる。

　アガディール ISTPM 及びサフィーITPM における水産加工分野の持続性を高める為に、モ側

が十分な予算を確保する必要がある。
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第４章　今後の見通しと提言第４章　今後の見通しと提言第４章　今後の見通しと提言第４章　今後の見通しと提言

４－１．プロジェクト終了までの今後の活動４－１．プロジェクト終了までの今後の活動４－１．プロジェクト終了までの今後の活動４－１．プロジェクト終了までの今後の活動

(１) ４月に両学院共に学院への指導を行う教育審議会が開催されることから、プロジェク

トの活動成果（マニュアル・カリキュラム）等の広報活動を行う。

(２) 専門家からシニア海外ボランティアへの引継を行う。

４－２．相手国実施機関のプロジェクト終了後の運営体制４－２．相手国実施機関のプロジェクト終了後の運営体制４－２．相手国実施機関のプロジェクト終了後の運営体制４－２．相手国実施機関のプロジェクト終了後の運営体制

(１) アガディール ISTPM

・水産加工コースの運営管理は引き続き現体制で続行する。

・漁業省からの予算のみに期待をするのではなく、水産加工会社との連携を行い、原料

を提供してもらう、成果品を販売し回転資金を得る等で独自の予算を確保する、研修

に参加した人から参加費を徴収する事を検討中。

・技術面については現在のレベルを保つ事は出来ると考えているが、定期的に短期専門

家（第３国研修）に指導、助言を期待している。

(２) サフィーITPM

・新校舎における水産加工コース開設準備は２月より開始しているが、コースとしては

９月より指導を始める。

・当面は現在水産加工分野に従事している人対象のコースを実施する。

・テキストについては、アガディール ISTPM で作成されたテキストから必要な事項を取

り出し、サフィー用テキストを C/P が作成する。

本年４月よりサフィーITPM に水産加工のシニア海外ボランティア派遣。

４－３．提言４－３．提言４－３．提言４－３．提言

　F/U の更なる充実を期待して、下記の点を提言する。

(１) F/U 目標の更なる完成を目指して、日本側・モロッコ国側双方とも未解決の小課題を解

決する。

(２) F/U 終了時までに、完成したマニュアルをもとに F/U の成果を公表するセミナーを開催

する。
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(３) これまで実習に使用する原料資材の購入資金が捻出できない状況があった。漁業省が

資金手当てをシステム化する、実習成果品を市販する、セミナーを通した技術者の再教

育等で新たな収入手段を確保する必要がある。
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附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料

資料１．運営指導調査団について資料１．運営指導調査団について資料１．運営指導調査団について資料１．運営指導調査団について

資料２．面談者リスト資料２．面談者リスト資料２．面談者リスト資料２．面談者リスト

資料３．プロジェクト方式技術協力調査表資料３．プロジェクト方式技術協力調査表資料３．プロジェクト方式技術協力調査表資料３．プロジェクト方式技術協力調査表

資料４．収集資料リスト資料４．収集資料リスト資料４．収集資料リスト資料４．収集資料リスト
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